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モ デ ュラー概 念=シ ステ ムの各 要 素(プ ロセ ッサ ー を含 め)は 全 く独 立 して働 くよ う

設 計 され て い る。 した が って あ る モ デ ュール(た とえ ば メ モ リー ・モ デ ュー ル)が 故 障

で あ って も,シ ス テ ム は何 らの影 響 も うけ ずオ ペ レー シ ョン を継 続 す る,完 全 なモ デ ュ

フ ー ・シ ス ア ム。

当社 の コン ピ ュー タ の歴 史

▽B205完 成(1954年)=世 界 最初 の 中型 汎 用 磁 気 テ ー プ ・シ ス テ ム(250台 設 置)。

大 型 汎用B220発 表(1955年)=最 初 の コア ・メ モ リー ・コン ヒ.ユー タ で,コ ボル,ア

ル ゴル な ど共 通 プ ログ ラ ム用 語使 用(128台 設 置)。

▽B100MICRソ ー ター 開発(1959年)=ま た これ と連 動 す るB250,B270コ ン ヒ。ユ

ー タ ・シ ス テ ム発 表 。 バ ン ク ・オ ー トメー シ ョン に貢 献 。

▽B200シ リー ズ と新 し い 概 念 の コン ピュー タ(1961年)=B250,B270に 加 え,一

般 用 と して,B260,B280を 開発 し,B200シ リー ズ と し て 小 ・中型 分野 に大 きな足

跡 を残す(B300と と もに1000台 余 の 設置)。 同年 新 設 計 に よ るB5000大 型 汎用 機

発 表(の ち改 良 してB5500)。2っ の プ ロセ ッサ ーか ら な り,MCPとV・ うオ ペ レー テ

ィ ン グ ・シス テ ム で完 全 に コン トロー ル され る シス テ ム(73台 設 置)。

▽ 世 界最 初 の磁 気 薄 膜(1965年)=世 界最 大 の シス テ ムB8500発 表。 プ ロセ ッサ ー,

メモ リーの組 合 せ で16モ デ ュール まで設 置 で き る。 単 一 体 集 積 回路(MIC)を 使 用,

磁 気 薄膜 メモ リー を採 用 して い る。,..

▽B2500/B3500,B6500(1966年)=新 しV・タイ プ の コ ン ピュー タ,B2500/B3500

を発 表。 小 型 か ら 大 型 ま で の汎 用 シス テ ム でMCPに よ りコ ン トロール され る。 同 年

B300シ ステ ム を改 良 しB500を 発 表。 同 時 にB6500が 発 表 され る。B5500とB8500

の 中間 を うめ る磁 気 薄 膜 メ モ リー ・コ ン ピ ュー タで あ る。 こ こにバ ロー ス500フ ァ ミ リ

ーの機 種 揃 う
。

納 入 実績55台

サ ー ビス体 制

当社 が世 界 に誇 るオ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムーMCPは シ ス テ ムの一 部 と い う観

点 か ら力 を注 い で い る。 ソフ トウェ ア は ラ ンゲ ー ジ関係 は も と よ りマ ネ ジ メ ン ト・イ ン

フ ォ メー シ ョン ・シ リー ズ を含 め広 範 なア プ リケ ー シ ョン に直 ち に使 用 で き る よ う整 備

開発 され てい る。 メ ンテ ナ ンス ・サー ビス は 当社 の方 針 で常駐 形態 を と り,い か な る事

態 に もす ぐ対 処 で き る よ う配慮 してい る。 そ の他 シ ス テ ム導入 に際 し,シ ス テ ム ・エ ン

ジ ニ ア,要 員 の教 育 等,シ ス テ ム運 営 を早 期 に達 成 す る万 全 の構 えが と られ て い る。

ノ
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CDC(Contr・lDataCorporation)日 本 代 理 店 伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社

幽

本 社 大 阪 市 東 区 本 町2-4

代 表 機 種=CDC

▽ 超 大型 機6000シ リー ズ(6400,6600,6800)=1台 の 中央 プ ロセ ッサ ー(131K語)

と10台 の周 辺 プ ロセ ッサ ー(4K語)の 計11台 の コ ン ピ ュータ に よ る大規 模 な タイ

ム シ ェア リン グ ・シス テ ム。

▽汎 用3000シ リー ズ 二大型 機 群 … …3800,3600,3400。 中型機 群 ……3100,3156。

▽ タイ ム シ ェア リン グ ・シス テ ム=3300,3500。

▽ プ ロセス ・コ ン トロー ル ・コン ヒ。ユ一 夕=1700。

▽ そ の他=小 型 機 … …8090特 殊 用 途 … …5000シ リー ズ(超 小 型機),8080(タ イ プセ

ッテ ィ ン グ用)。

当 社 の コ ン ピ ュー タ の歴 史

1957年 創 立,1962年 大型 高 速 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムCDC3600を 開発,!964年

4月"地 上 最 強 の 頭脳"と 呼 ばれ たCDC6600シ ス テ ムの第1号 機 を米 国原 子力 委 員

会 へ納 入,1964年8月3000シ リー ズの フ ァ ミ リー ・コ ン ピュー タ を 発 表,1966年

3300/3500の タ イ ム シ ェア リン グ ・シ ス テム を開 発 。

納 入 実 績

1967年 度 売 上高 約2億 ドル。 日本 国 内 にお け る実 績 はつ ぎの とお り。

CDC3600/3200シ ス テ ム(日 本 原 子力 産 業 会 議),CDC3200シ ス テ ム(伊 藤 忠

商 事 本社),CDC3300シ ス テ ム((株)本 田技 研),CDC・G-20(伊 藤 忠 電子 計

算 サー ビス(株)),CDC・G-20(国 鉄 ・鉄道 技 術 研 究 所),CDC・G-15(日 本

航 空 ほか)。

サ ー ビス体 制

販 売=伊 藤 忠商 事(株)協 力(技 術 サ ポー ト)=コ ン ト ロール ・デー タ ・フ ァー ・

イ ー ス ト東 京支 社 。

進 出分野

超 大型6600シ ス テ ム,タ イ ムシ ェア リング用3300/3500,プ ロセ ス制 御 用1700

な どの各 シ ステ ム に よ る トー タル ・シ ス テ ムの提 供 。

機器 開 発

グ ラ フ ィ ック ・デ ー タ処 理 用 の各 種装 置 お よび 光 学的 文 字 読取 装 置(ペ ージ ・リー

ダー)な ど。

そ の 他 と くに … …

各種 周 辺 機器(OEM)の 供 給 に つい て も実 績 を あげ て い る。 そ して,CDCの シス

テ ム に よ る トー タル ・シ ス テ ムの確 立 で,日 本 の科 学技 術,産 業 文 化 の発 展 に役 立

つ こ とを 目標 に してい る。
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3300/3500シ ステム構成要素

表1

!

P...'

.

3_4_

カー ド・リーダー

コントローラー
_一 二__」

■ 一 一 一

、

405 '

カー ド・リーダー

1200枚/分

、'

李

3142

光電 カー ド ・
リー ダー
100枚/分

■3311

MULTL

PROGRAM

モ ジュール

DYNAMIC

ALLOCATION

&

RELOCATION

命令 、デー タ

1/0

262,144語

まで

一.

3304ま たは3315

基 本処 理装 置

計算 お よび制御

6-,24-,お よび

48一 ピ ッ ト

3個 の15一 ピ ット

IR

間接 の番 地 付 け

レジスタ・ファイル

リアル タイム 時計

実行 モー ド

制 御机 、モ ニター

タイプ ライ ター

電源 お よび制御

3306ま た は

3506

12ピ ッ ト

通信 チャ ネル

各チ ャネル ご

とに8個 の装

置が つけ られ

る
'

磯 〉

表2

3_4_

カー ド・パンチ

コントローラー

一一 ー 一、

415

カード・パンチ

250枚/分

` う

表3表3. `

鴫

←

→
3_5_

プ リンター

コントローラー

そ 一 一 ーレ

高速

ライ ン ・

プ リンター

表4,

、

●r「 「'.

表6

3307ま たは

3507

12ま たは24ピ

ッ ト

高速 通信

チ ャネル

各 チ ャネル に

8個 の装 置

がつ け ちれ る

329_

小 刻 みの

曲線 印刷

表5

3_2_

磁 気 テ ー プ

コン トローラー

「

呼一 一 一".
6_・

磁 気 テー プ⑨3312

BDP

モ ジュール

事務計 算用

実行 、翻 訳

及 び制 御

タ

表11

3302ま たは3502.

記憶 装置

16,384語

(65,536字)

3290.6012

質問、応答CRT
表示システム

表示

.ステーション

∈, 唾一 ー 一)D

鴫

←

■ `A A

3195

ページ ・リーダー

コントローラー

915

ページ ・

Il－ダー

→ ぐ 一一・〉

← ・・一う

⑨3310

浮動小数点

モジュール

48一 ピット

固定及び浮

動小数点計

算加減乗除

.`

ii 3297

デ ジグ ラフ
システ ム

270

表示
コンソール

3309ま たは3509

記憶 装置

8,192語

(32,768字)

--

'

3307ま

タ

表7

"

表9

'

記 憶容 量16,384語 を超

え ると きに は3302ま た

は3502モ ジュール を組 、

合 せ る。

1つ の基本処 理装 置 に

8本 の通信 チ ャネル が

結 ばれ る。

たは3507は4本

■

369_

紙 テ ー プ

リー ド・パンチ

表8,

呼3304に 付属 可能。

3315は 浮動 小数点。

MULTIPROGRAM、

お よびBDPモ ジュール

を含 む。

lI
II

lハ

Il
`'

3_3_

大量記憶装置
コントローラー

峨一 一 一、

ディスク

または

ドラム

,

追加処理装置

特殊 装 置
ハイブリッド

REAL・TIME

,

3276

高速通信端子
コントローラー

一一 一 一 う

表10

酪 通言

編
)



272

富士通株式会社

⑤ 本綴 所 東京都千代田区丸ノ内 ・-8(胡 総合ピル)

代 表 機 種

当社 の代 表 シ リー ズFACOM230シ リー ズは,純 国産 ・ 自己 開発 の13年 間 のFA'

COM電 子 計 算 機 の歴 史 の 中で つ ちか わ れ た努力 の結 晶 と して生み 出 され た,世 界 的 レ

ベ ル の シ リー ズ で,FACOM230シ リー ズ を一 貫 して 流 れ る設計 思 想 は,最 良 の価格

一 性 能 比 の追 求 と,互 換 性 の 重視 の 二 つ で あ る。

▽ 幅 広V・10形 の底 辺 か ら,超 大 形 の70形 の頂 点 に 至 る ピ ラ ミッ ドを構 成 し,中 堅企

業 か ら超 大 形 計算 セ ンタ ーに 至 る あ らゆ る規 模 のEDPに 適 合 で き る・

▽10～40形 には能 率 の 良V・可変 語 長方 式 を,50～70形 に は高速 の固 定 語 長 方 式 を採

用,各 モデ ル の価 格 一性 能 比 が最 良 に な るシス テ ム設 計 が され てい る。

▽ リアル タイ ム処 理,多 重 プ ログ ラム,タ イ ム シ ェア リン グな どの高 度 な利 用 技術 を満

足 す 議 新 の 回路 技術,周 遊 置群 が 完備 され てV・る・ 繍40/60/70形 は・ 富 士

通 が 自己開 発 したモ ノ リシ ッ ク集 積 回 路 が全面 的 に採 用 され て い る。

▽ ソフ トウ ェアは,各 モデル の機 械 語 命令,情 報 の構 成等,互 い に密接 な関連 を持 たせ

て あ り,能 率 の よい互 換性 を実現 してい る。

FACOM

230

_20

FACOM

230

-50

噸

灘
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当 社 の コ ン ピ ュー タ の歴 史

1935年

1954年

1958年

1959年

1961年

1965年

!967年

納 入 実績

個 数 積 算装 置製 作 な どの 基礎 研 究 開始

FACOM100日 本 最 初 の実用 リ レー 計 算 機 完 成,引 続 き 各 種 商 用機 各 方

面 に 多 数納 入

FACOMパ ラメ トロン機種 完 成,納 入

FACOMト ラ ンジ ス タ テス トモ デル1号 機 完成

FACOM222ト ラン ジ スタ式 大 形 機 完成

FACOM230シ リーズ 体 系完 成

FACOM270シ リー ズ(科 学 ・プ ロセ ス用)発 表

FACOM230シ リー ズ に第17回 毎 日工 業 技 術 賞受 賞

カ ナダ ・モ ン トリオ ール 万 国博 へ 日本 の代 表 と してF230-20出 品

FACOM総 台数594台 内FACOM230シ リー ズ308台(67年2月 末現 在)

サ ー ビス体 制

「最 良 の価格 一 性 能 比 」 と 「完 全 な互 換 性 」 を実現 す る ため に,ハ ー ドウェ アは,最 先

端 の 回 路技 術 と高 信頼 度 回 路素 子 の 採 用,各 モデ ル に 共 通 な高性 能周 辺 装 置 の 開発 が さ

れ て お り,ソ フ トウ ェアサ ー ビス では,各 種 シス テ ム プ ログ ラム や応 用 プ ログ ラ ムの研

究 ・開発 ・保 守 ・管理,ユ ー ザ ーに 対す る広 報 教育,共 同研 究 を行 ない,こ れ らを基 盤

と して訓 練 され たSEお よび 全 国22カ 所 のFACOMデ ー タ セ ンタ に よる ユー ザ ー の

業 務 内 容 の 分析,機 械 化 へ の協 力体 制 を確 立 して い る。 また メ ンテ ナ ンス サー ビス は,

全 国20カ 所 以 上 にCEセ ンタ を設置 し,納 入 先 な らび に納 入 予定 先 に 対 し,24時 間

い っで も コール に応 じる保 守 サ ー ビス を実 施 してい る。 この よ うに富 士 通 で は,納 入 前

か ら納入 後 に 引続 く販 売,SE,CE三 者 一 体 の トー タル サー ビス を行 な ってい る。

機 器 開 発

本 体 関係 では,リ アル タ イ ム処 理,多 重 プ ログラ ム処 理 な どに効 果 的 な 大容 量 ラン ダ

ム ア クセ ス磁 心記 憶 装 置,周 辺 装 置 で は9ト ラ ック磁 気 テー プ装 置,大 容量 磁 気 デ ィス

ク,磁 気 ドラム,デ ィス クパ ッ クな どと併 せ て,電 子 プ リ ン タ装 置,デ ィスプ レイ 装

置,ラ イ トペ ン,OCR,磁 気 カ ー ド装置 な ど の高性 能入 出力 装 置 を 開 発 して い る。 ま

た並 行 して デ ー タ通信 シ ス テム の各 種 端末 装 置,低 廉 入 出力 機 器 の 開発 も進 めて い る。

そ の他 と くに … …

FACOMは,唯 一 の純 国産 自己 開発機 と して,海 外 か ら もそ の 実力 を高 く評 価 され,

ソ連,フ ィ リ ッピ ン,ブ ル ガ リア,韓 国,英 国 な ど世 界 各 国 へ輸 出 され,わ が 国 の コ ン

ピ ュー タ の輸 出 に重 き をな してい る。 また 日本 政 府 の 推薦 で 日本 の 代表 出品 物 と して ニ

ュー ヨー ク世 界博,カ ナ ダ ・モ ン ト リオー ル 万 国博 へ出 品 され た。

自己 開発 の長 所 を生 か し,日 本 の 国情 にマ ッチ した オ リジ ナル なシ ス テ ムデ ザ イ ン と,

末 端 まで滲 透 した木 目の 細か いサ ー ビス体 制 の確 立 と高度 化 の 推進 を 目標 に してい る。
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◆
本社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2-8(日 本 ビ ル)

代 表 機 種

HITAC8000シ リー ズ は,技 術 の 日立 が 開 発 し た第 三世 代 の コン ピュー タ で,HIT・

AC8100,8200,8300,8400,8500の5つ の シス テ ム か らな り,あ らゆ る用 途 に適応

す る次 の特 徴 を持 って い る。

(1)第 三 世 代 の 回路 素子 集 積 回 路 の使 用

▽装 置 の小 形化 。 ▽信 頼 性 の 向 上。 ▽ 演 算 の 高速 化 。

(2)ス タ ンダー ド ・イ ン ター フェイ スの 採用

▽ 装 置 の増 設 ・変更 が 容 易 にで き る。 ▽ 装 置 の 変更 の 際 再 プ ログ ラ ミン グが不 要。

〈3)8ビ ッ ト ・コー ドの 採 用

▽ 世界 的 な標 準 コー ドが使 用 で き る。 ▽ カナ文 字 が 数字 と同 じよ うに扱 え る。 ▽8

ビ ッ トで2数 字表 わす こ とが で き,メ モ リー,外 部記 憶 装 置が 効率 良 く利 用 で き る。

(4)豊 富 な入 出力 装置

▽ シー ケ ン シ ャル 処理,ラ ン ダ ム処 理 が容 易 。 ▽文 字 お よび マー クの読 取 り可能 。》

〈5)充 実 した ソフ トウ ェア

▽ シ ス テ ムの経 済 的 な運 用(オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム)。 ▽ プ ログ ラム ・コス ト

の低減 。 ▽ プ ログラ ム ・メ ンテ ナ ン スが容 易。 ▽ ソ フ トウ ェア の モ ジ ュール 化 が可

能。 ▽ プ ログ ラムの ラ ン ・ツ ウ ・ランが 可 能 。 ▽ マル チ プ ログ ラ ミン グが で き る。

⑥ デ ー タ通 信 シ ステ ム の完 備

▽ 企業 規 模 に合 った オ ン ライ ン ・リアル タイ ム ・シ ステ ムが 構成 で き る。

⑦ 完 全 な る フ ァ ミ リー ・シス テ ム

▽ 入 出 力装 置 が共 通。 ▽ デー タ ・プ ログ ラ ムが 共通。 ▽ シス テ ム拡 張 が容 易。'

株式会社 日立製作所

HITAC8200の システム構 成

H-8200形1
処9㌍[

(4KB.8KB、16K8)

1蒜㌫ ト ・一 一・

|
ヨ

、F

H-8221 形

H-8222

紙テープ翫取

りセン孔機

H-8234 形

H-8236

ヵ ー ドセ ン孔 機

H-8246」%形
H-8245-%形

ラインプリンタ

H-8471形

H-8472形

磁気テープ
制御装置

1

-

一

H-8233 形

H-823S

カ ー ド読 取`)殴

H-8251形

光学文字競

取 り 機

H-8422

H-8432

H-8442形

H-8445

磁 気 テ ー プ 装 置

↓

HlTAC8500の システム構 成
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当社 の コ ン ピ ュー タの 歴史

当社 の コ ン ヒ.ユー タは1957年 に本 格 的 な研 究,開 発 段 階 に入 り59年 に科 学 計算 用

HIPAC101形 を発 売 以後,別 表 の ご と く各 市場 に見 合 った製 品 を開 発,さ らに65年

9月,従 来 の シ ス テ ムに加 えてHITAC8000シ リー ズが 開 発,発 売 され,ワ ー ル ドワ

イ ドな市 場 の 要求 に応 じてHITACシ リー ズが 完 成 した。 なお 目立製 作 所 は コ ン ピ ュ

ー タ ・メー カー で あ る と同 時 に国 内 有 数 の コ ン ピュー タ使 用 企 業 で あ り,こ の メ ー カー

で あ りユー ザ ー で あ る とい う立 場 か ら,あ らゆ る分 野 の市 場 にお い て ユー ザ ー の メ リッ

トを最 優 先 に した新 しい アプ リケー シ ョン の開 発 を続 け てい る。

事務用

科学用

HITAC30159年5月

HIPAC10159年9A

{
HITAC102591p9fj

HIPAC10361年 ユ2月

HITAC502064年9月

㌘ 多事。用{㌫芸1
「

59Z}三10戊▲

303064年2月

・耀

遺lli

20正60i.p6戊/1

3C10.62年5月

401064年10月

8000シ リーズ65年9刀

502

501

2100

2300

7250

6C年9月

61年3刀

63年6月

64年3月

66年3月

サ ー ビス体 制

▽ ハ ー ドウ ェア ・サ ー ビス=総 合 メー カー で あ る 日立製 作 所 は,専 門技 術 を 活か し,神

奈 川 工場 を主 体 と して茂原 工 場(コ ア メ モ リー),武 蔵 工 場(1/C,ト ラ ン ジス タ),

小 田原 分工 場(入 出 力機 器)な どの 生産 体 制 を整 え て い る。

▽ ソフ トウ ェア ・サ ー ビス=中 央研 究 所,神 奈 川 工 場 内 の ソ フ トウ ェ ア ・セ ン タにHI・

TAC8000シ リー ズ以 下各 種 のHITACシ ス テ ム を設 置 し,新 ソフ トウェ アの 開発

に あた って い る。 また コンサ ル タ ン トの 専 門会 社 と して 日立 シ ス テ ムエ ン ジニ ア リン

グが 活 躍 して い る。

▽ メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス=コ ン ピ ュー タサ ー ビス学校 に て教 育 を クけた 日立電 子 サ ー

ビス メ ンテ ナ ン ス要員 が,全 国 どこか らで も迅 速 か つ完 ぺ き な るサ ー ビス を行 な え る

よ うな体制 に あ る。

▽ 各 地 の セ ンタ=全 国 のHITACセ ンタ に はHITAC8000シ リー ズ を 始 め各 種 シ ス

テ ムが 設置 され,ユ ー ザ ーサ ー ビスに あ た っ てい る。

進 出分 野 とそ の他 と くに … …

国鉄 と当 社 の共 同 開発 に な る座 席 予 約 自動 シ ス テ ムは オ ン ライ ン ・ リアル タ イ ム シス

テ ム と して世 界 的 な規 模 と性 能 を備 え た シス テ ム で あ る。 ま た東 京 大学 大 型 計算 セ ンタ

に は わが 国 最 高速 のHITAC5020Eを 納 入,従 来 国産 機 の ウイ ー ク ポ イ ン ト と云 わ

れ て い る大 型機 の分 野 でHITAC5020シ ス テ ム は確 固 た る地 歩 を築 いて い る。

さ らにHITAC8000シ リー ズの 開発 に よ り大 型 か ら小型 の 分野 を網 羅 し,各 種 デ ー

タ通 信機 器 のHITAC9000シ リー ズ の充 実 な ど とあ い ま ってオ ン ライ ン ・リアル タイ

ム シス テ ム の飛 躍 的 な充 実 ひ いて はTSSの 実 用化 な ど研 究 開発 を推 進 して い る。
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三菱電機株式会社

k本 社 東京都千代田区丸の内,一 、2

代 表 機 種

MELCOM-1530シ ス テ ムMELCOM-1600シ ス テ ム

MELCOM-3100シ ステ ム ・シ リーズ(モ デル10,モ デル30,モ デル50)

▽MELCOM-3100シ ス テ ム ・シ リー ズの特 徴

(1)ソ フ トウェ ア優先 の設 計 思 想

② バ ッチ処 理 か らオ ン ライ ン ・リアル タイ ム の トー タル シス テ ム まで,ま た事 務

計 算 も科 学 技 術 計 算 も処 理 出 来 る汎 用性(綜 合 能 力)の あ る コ ン ピ ュー タ。

(3)最 小 シ ス テ ム(モ デル10,CPU24KC,CR(1),CP(1),CP(1),MT(4))か ら

COBOL,FORTRAN,BASIC-OSが 実 用 的 に使 え る。

(4)シ ス テ ム の構 成,お よび 拡 張性 に 柔 軟 性 が あ り,FieldInstal1に よ りモ デル

10か ら,30,50へ と発展 で き,さ らに シス テ ム ・シ リー ズ全体 の プ ログ ラム1/O

機 器 の互 換 性 は100%あ る。

(5)回 路 各面 で1/Cの 技 術 を駆 使 しナ ノ セ カ ン ド級 の処 理 速 度 を 有す 。580ns/c

(6)パ フォ ー マ ンス 当 りの コス トが非 常 に 安 い シ ステ ム。

MELCOM-3100シ ス テム構 成 図

増

MELCOM-3100/50シ ステム

プ四七ッシング
マルチプレクサ

セ ン トラル

プ ロセ ッサ

磁気テー 磁気テー ライン・ カー ド・ カー ド・ タイプラ

プ プ プ リンタ リーダ パンチ イタ

制御装置 制御装置 制御装置 制御装置 制御装置 制御装置

ヲ傷 元;享'

プロセッシン

デンシテイ
コン トローラ

難
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当社 の コ ン ピ ュー タ の歴史

1959年3月

1960年3月

1962年10月

1964年3月

!966年3月

!967年1月

納 入 実 績

サ ー ビス体 制

(1)

DAS(デ ィ ジタル 高 速 演 算化 装 置)を 開 発 。

MELCOM-1101科 学技 術 計 算 用 シス テ ム を発 売,納 入 開始 。

MELCOM-330プ ロセ ス制 御用 シ ス テ ム,納 入 開始 。

MELCOM-1530事 務 ・技 術 汎 用 シス テ ム,納 入 開始 。

MELCOM-1600オ ン ライ ン ・リアル タイ ム シ ステ ム,納 入 開 始 。

MELCOM-3100事 務 ・技 術 汎用 シ ス テ ム,納 入 開始 。

65台(67年3月 現 在)

HardwareService

自動 診 断 プ ロ グ ラ ム に よ る 自動check方 法 の 採 用 。

(2)SoftwareService

MELCOM研 究 会(MELCOMユ ー ザ ー の 集V・ 本 部 は 三 菱 電 機 本 社)を 通 じ,

新 し く 開 発 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア,プ ロ グ ラ ム の 紹 介,提 供 。

(3)MaintenanceService

常 駐CE1名 に よ る万 全 の体 制

(4)各 地 の サー ビス セ ン タ

東京地区

関西地区

中部地区

進出分野

東京センタ

鎌倉センタ

大阪センタ

名古屋センタ

東 京 都 千代 田 区丸 の内2-12(212)6111

鎌 倉 市上 町 屋325(6)1111

大 阪 市北 区堂 島 北 町8の1(312)1231

名 古屋 市 中村 区 広 井 町3の88(561)5311

製 造 業 にお け る生 産 管理 シ ス テ ム。 生産 ライ ン の コ ン トロール シス テ ム。

商社,信 用業 務,地 方行 政 業 務 向 各種 シ ス テ ム。 オ ン ライ ン ・リアル タイ ム制 御 シ ス

テ ム。

機 器 開 発

全1/C化 の問題

そ の他,と くに ……

MELCOM-3100シ ステ ム ・シ リー ズ は プ ロ グ ラ ム の煩雑 さか ら解 放 され ユー ザ ー

が意 図す る真 の狙V・,目 的(処 理 業 務)にDIRECTに 到達 出来 る コ ン ピ ュー タ で あ る。

それ は,MELCOMの 優 れ た実 用 性 のあ るCOBOLに よ って 実 現 で き,し か も3100

モ デル10の シ ス テ ムか ら全 てCOBOLを 使 うこ とが で きる。

エ レク トロニ ク ス の分野 は技 術 の進 歩 革 新 のテ ンポ が非 常 に速 く,コ ン ピ ュー タ にお

いて も性 能 機 能面 で は こ こ数 年 の間 に飛 躍 的 な進 歩発 展 が み られ て い る。 当社 のMEL-

COMは 時代 の要 求 に応 え るべ く,HardwareSoftwart両 面 におv・て研 究 開発 を重 ね,

常 にMELCOMユ ーザ ー の サ ー ビス に努 力 を続 けて い る。
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日本電気株式会社

NEC
本社 東京都 港区芝5丁 目7番15号

代表機種

NEACシ リーズ2200の 特徴,規 模,処 理能力 と価格のみが異なる6っ のモデルで

構成 される。コンピュータ ・システムで,小 型から大型まで一貫 して同じプログラムと

入出力装置が使用でき,ど のような業務に対 しても最 も能率よく処理できる経済的なシ

ステムが組める。

システムの構 成

(他の中央処理装置へ)

N223

カー ド読取装置

令 MICR

Reader/
Sorter

光学 文字
読取 装置 ,

(モデル100用)

N212-1
'ン ライン
アダプター

『

-F

ll
N224A-1

カード穿孔装置
」N208A-l

lカー ド穿孔制御部

N220-2

操 作 ・卓

N233

MICR

制 御 部

N230

光学文字
読取制御部

N241

オーソス

キヤナ装置

N206A-1

N222-4

高速姫 印字装置

N122A-1

高達製表印字装置
N207

ド畿取制脚部 1 1N227

カー ド読取穿孔装置
〈 カー 1N208

『 制御部

「 中央 処理鑓
一

㌍罵姦。H㌍ 腸)i制御部
N209

N209A-1,2

紙テープ入力装置
- モデル 記 憶 容 量

サイ クル

タイム序 =「甥;
㌍言孔・・罷 鵠 ・制御・ 1002 ,0、8字.,膓,68字 2.0μs 2 4～8

灘 硫 輪,120・ 、
10,6字.、 、,,,6字

2.0びs 3～4 8～16
F・・‡(跳 躍 デル)

300凡1,2㌔31 ,0,2宇 L5μs
'4

16 ㌫,。㈱ ト
磁気ドラム装置

8台/制 御

自_、,、 。蔀

N214-2N208-2 カー ド
カード読取穿孔装置 400字 字16β84

～262,144 LOμs 4～8 16～32 N270A

磁気 ドラム制御部
磁気ドラム装置

8台/制 御

(モデル)
.

N214-3

100用 カー ド読取装置
500字 字32

、768～524,288
0,188戸s 8～16 32～64

N250

磁気カー ド制御部

N251

N252各8白/制 御

N253
1

1 1
1

灘,.卿 ト
N260A
磁気ディスク装置

1

N203A-1,2β

磁気テープ

御 部

N203B-1

磁 気テープ

制 御 部

N203B-2、3

磁気テープ

制 御 、部

一

N203B-4

磁 気テープ

制 御 部

一
N203B-5

磁気 テープ

制 御 部
一

|制
一'一 －

N288A-1.2.3.4

デ 一 夕ス テー シ,ン

制 御 部1 /＼/ ＼
〔あ 乙いはモデ九)00川の,Ztlamrc

↑ 〕

N204A-1ユ3

磁気テープ装置

各4台/制 御

N204Bづ

一2

磁気テープ

装 置

8台/制 御

N204B-3
-4

磁気テープ

装 置

8台/制 卸

N204B-5,6

磁気テープ装置

名8台/制 御

N204B-7

磁気テープ

装 置

8台/制 御

N204B-8

磁気テープ

装 置

8台/制 御

1 通信制御部

N281A
刀B

"C
`・

通信線
接続部

N285A
〃B

'C
πL

・タ

多重通信

制 御 部
N284A-1

"-2
"-3

.-4

lN204B-11・]2
:磁気テープ装置1

4台/制 御

デ一 夕 ステ ー シ冒ン裟 敢

N289A-1

タ イ プ ラ イ タ

N289A-2

紙 テ ー プ 読 取 装 置

N289A-3

紙 テ ー プ 穿 孔 装 置

N289A-4

カ ー ド読 取 装 置

N289A-5

カ ー ド穿 イレ装 置

N289A-6

1㌫ タ縮 ト

当社 の コ ン ピ ュー タ の歴史

1958年3月=わ が 国最 初 の実 用 機 と して の パ ラ メ ト ロン ・コ ン ピ ュー タNEAC

1101完 成 。

1958年9月=ト ラ ンジ ス タ使 用 のNEAC2201完 成(1959年 パ リで 開催 され た ユ

ネ ス コ主 催 の展 示 会 に出 品,好 評)。 当社 は このNEAC2201を 基

礎 と して1959年5月 にNEAC2203コ ン ヒ.ユ一 夕 ・シ ステ ムを完

隣 し,わ が 国 で初 め て コ ン ピ ュー タ事 業 の企 業 化 に成 功,当 事業 の
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先 べ ん を つ け た(こ の後 相 次 い でNEAC2230,2206完 成)。

1961年5月=超 小 型 コ ン ピ ュー タNEAC!201完 成(こ の後NEAC1201A
,1210

完成,国 産 機 最 高 の納 入 台 数 を誇 る)。

1962年7月=米 国 ノ・ネ ウ ェル社 と技 術 提携 しNEAC2400 ,3400,2800完 成 。

1964年5月=NEAC2200発 表。

1965年5月=ワ ン ・マ シ ン の概念 に も と つ くNEACシ リー ズ2200発 表
。

1966年8月=NEACシ リー ズ2200モ デ ル50発 表(集 積 回路 使 用)
。

1967年2月=集 積 回路 使 用 の超 小 型 コ ン ピュ ータNEAC1240発 表
。

納 入実 績

969台27,000百 万 円。(66年12月 末 現 在)

サ ー ビス体 制

▽ ハ ー ドウェ ア ・サ ー ビス=生 産 か ら出荷 まで の工 程 に は最 新 の 自動機 械 を利 用 して

信 頼 度 の 向上 をは か っ て い る。

▽ ソ フ トウェ ア ・サ ー ビス=種 々 の経験 と知 識 を持 った専 門家 が揃 って お り,ユ ーザ
ー が要 求 す る最 適 の コ ン ピ

ュー タ ・シス テ ム を提 供 して い る。 また 下記 の とお り各 地

に電 子 計 算 機 セ ン タ ー を設 置 し,各 種 の サ ー ビス を行 な っ て い る。

東 京 電 子 計算 機 セ ン ター<日 比谷>NEAC2400,NEACシ リ ー ズ2200モ デル

200<芝>NEAC2800NEACシ リー ズ2200モ デル200<田 町>NEACシ

リー ズ2200モ デル400,100(今 年 中 にNEACシ リ ー ズ2200モ デル500セ

ンタ ー設 置 予 定)

大 阪電 子 計 算機 セ ンターNEAC2200シ リー ズ モ デル200(今 年 中にNEAC

2200シ リー ズ モ デル500セ ンタ ー設 置 予定)

名古 屋 電 子 計算 機 セ ン ターNEAC2230(今 年 中 にNEACシ リ ー ズ2200モ デ

ル200セ ン ター 設置 予 定)

▽ メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス=下 記 の とお り,全 国 的 な サ ー ビス ・ネ ッ トワー ク を設

け,ア フタ ー ・サ ー ビス に万 全 を期 してい る。

東 京 中央 電 子 計 算機 サ ー ビス ・セ ン タ ー 大阪 中央 電子 計 算機 サ ー ビス ・セ ン ター

札 幌 電子 計 算機 サ ー ビス ・セ ンタ ー 名古 屋 電 子 計算 機 サ ー ビス ・セ ン ター 仙

台 電子 計 算 機 サ ー ビス ・セ ンタ ー 広 島電 子 計 算機 サ ー ビス ・セ ンタ ー 金 沢電

子 計算 機 サ ー ビス ・セ ンタ ー 福 岡電 子 計 算機 サ ー ビス ・セ ンタ ー

進 出 分野

中央 に設 置 した コン ピュー タ を共 同 利用 す るMACシ ス テ ム の実現 を 可能 に し,新 し

い コ ンピ ュー タ の分 野 を開拓 した。又 さ らに信頼 度 の高 いデ ー タ通 信 シ ス テ ム の開 発 に

カ を入 れ て い る。
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日本 アイ ・ピー ・エム株式会社

1BM
本社 東京都千代田区永 田町1-14

代表機種

当社の代表機種は,1964年 の春に発表 したIBMシ ステム/360で ある。システム

/360は,シ ステム全体 としての総合的な処理能力の向上を目標に開発 された単一の電

子計算組織で,特 徴はつぎの4点 に集約できる。

①全 目的性=経 営事務計算,科 学技術計算,デ ータ通信,プ ロセス制御など広範囲な分

野に適用できる。また,小 型から超大型までの多数のモデル,豊 富な入出力装置の中か

ら,個 々のユーザーがその使用 目的に応 じて最適のシステムを構成できる。

②将来性=将 来におけるさまざまな工学技術上の進歩に対処 し,長 期間の使用に耐え得

るような設計上の工夫一 開放式設計一 がなされている。将来,全 く新 しい入出力装

置が開発された場合でも,現 在のシステム/360に そのまま結合させることができる。

③新 しい技術=新 しい微小回路技術SLT－ が全面的に採用されている。

④オペレーティング ・システム=画 期的なシステムが採用され,処 理速度を向上させ,

仕事の流れを円滑にし,ま た,複 雑な操作や手続を最小にすることによって,ス ループ

ット(処 理能力比)を 増大させている。

シ ス テ ム 構 成 の 一 例

IBMシ ステム/360モ デル20

25602020-BC22203-A1

多能 カー ド 中 央 演 算 印 刷 装 置
処 理 装 置 処 理 装 置

読取500椥 分12K当,。 行/分

穿 孔160行/秒

2311-11容 量5,400,000バ イト/パック .

磁 気 デ ィ ス ク装 置 アクセス75ms

IBMシ ス テ ム/360モ デル402311-1

読 取1,000枚/分1052-7

穿 孔300枚/分 印刷 鍵 盤装置

2540-N1

カ ー ド読 取

穿 孔装 置2821_1 　　 　　　 　　 　

・443-・・ 鐘 鑓 嚢警 鐘

印刷 装 置 容量7
,250,000バイ ト

アクセス75ms

1・100行/分 密度800バ イ ト/インチ

磁気テ　プ装置 速度60
,000バイ ト/秒(制御装置付)

2402-2

磁気'テープ装置 ○
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当社 の コン ピ ュー タ の歴 史

IBMの コン ヒ.ユ一 夕は,1944年 に ノ・一バ ー ド大 学 と共 同 で完成 した リレー式 自動 計

算機MARK1を 遠V・祖 先 とし,現 在 のIBMシ ス テ ム/360に 至 って い る。

第 一 世 代(1951～59)=MARK1の 開 発 か ら1950年 まで は試 作 期 に あ た り,商 業 ベ

ース の コ ン ピ ュー タは世 に現 われ なか った が
,53年 に701型 を発 表,以 後650,702,

704,705,305,709と 続 く真 空管 タイ プ の コン ピュー タを世 に送 り,そ の 商 品 と して

の実 用 性 を漸 次証 明 して い った。

第 二 世 代(!960～64)ニ!960年 代 に入 る と,V・ わ ゆ るオ ー ル ・トラ ン ジス タ ー ・コ ン

ピ ュー タの時 代 が 訪 れ る。7000シ リー ズ,1400シ リー ズ等 一連 の機 種 をつ ぎつ ぎ と発

表 した。IBM1401と い う,ベ ス トセ ラー機種 も誕 生 した,ト ラン ジ ス ター 回路 の使 用

に よ って 大量 生 産 が 可能 とな り,コ ス トダ ウ ンに成 功 した こ と,お よび,プ ログ ラ ミン

グ ・シス テ ム の進 歩 に よって,使 い やす さが 一層 認 識 され て きた こ とが,第 二 世 代 に お

い て多 方 面 で急 速 な普及 を み た主 な原 因 で あ る。

第 三 世 代(1965～)=旧 機 種 か ら一切 の制 約 を と り 除 き,新 しい 設 計理 念 に基 づ

い て 開発 され た単 一機 種 「IBMシ ステ ム/360」 が登 場 し,コ ン ピュ ー タの世 界 は新 た

な発 展 段 階 を迎 え た。

サ ー ビス体制

客 先 に対 す る 「シ ス テ ム ・サ ー ビス」 を主 眼 に して組 織 され,導 入 前,導 入 後 にお け

る各 種 サ ー ビスの 提供 に万 全 を期 して い る。 ① セー ル ス ・リプ レゼ ン タテ ィ ヴは,当 社

への 窓 口 と しての 基 本 的 な役 割 を果 た して い る
。② シ ス テム ズ ・エ ン ジ ニア は,電 子 計

算 組 織 の使 用 計 画,導 入 計 画 の技 術 的,専 門 的 援助 お よび プ ログ ラ ミン グ ・シ ス テ ム全

般 の サー ビス を担 当 して い る。 ③ カス トマ ー ・エ ン ジ ニ アは客 先 の機械 の保 守 サ ー ビス

を行 な って い る。 故 障 の発 生 を未 然 に防 止 して,シ ス テ ムが 常 に最 良 の稼 働 状 況 にあ る

こ とが モ ッ トー と され て お り,万 一 の場 合 に お け る特 別 任 務 の課 も設 け られ,夜 間 ・休

日 な どの サ ー ビス体 制 も確 立 され て い る。④ 教 育 セ ン ター=客 先 の 要員 計画 に基 づ くプ

ラ ンナ ー,プ ログ ラマ ー,オ ペ レー ター の 教育 を行 な うと と もに,社 内 セ ール ス レプ,

SEな どシ ステ ム要 員 の教 育 も行 な わ れ て い る。⑤ 計 算 セ ン ター一==プ ログ ラム ・テス ト

や 導 入 後 のバ ック ア ップ用 機 械 と して も利 用 され て い る。

生 産 の現 況

IBMシ ス テ ム/360の うち,モ デル20(小 型)と モ デル40(中 型)は,日 本 ア イ ・

ピー ・エ ムの千 鳥 町 工 場(東 京)に おV・て生 産 され,す で にモ デル40は1966年6月

よ り,ま た モ デル20は 同10月 よ り,国 内外 の客 先 に調 達 さ れ て い る。 なお,66年

6月 に は,PCDPお よび1440国 産 化 以 来 の 多大 な 輸 出 実績 が認 め られ,日 本 にお け

る コン ピ ュー タ ・メー カー と して は じめて,政 府 か ら 「輸 出 貢 献企 業 」 と して認 定 証 を

贈 られて い る。 目下 建 設 中 の藤 沢 工場(神 奈 川)完 成 後 は,「 客 先 サ ー ビス 」 に徹 し,

国 内経 済 に貢 献 す る と と もに海 外 市 場 へ の大 幅 な進 出 を期 して い る。
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日本 レミン トン ・ユニパ ック株式会社

UNIVAC

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町1-1(三 井 生 命 ビル)

代 表 機 種

▽UNIVAC418=世 界 最 初 の リアル タイ ム ・コン ピュー タUNIVAC490と 同質 の ハ

ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェア を備 え,バ ッチ処理 に お いて も優 れ た パ フ ォー マ ンス ・コ

ス トを誇 り,安 定 性,信 頼 性 も優 れ て い る。

▽UNIVAC494=事 務 計算 か ら技 術計 算 まで あ ら ゆ る業 務処 理 が 可 能 な世 界 で初 めて

の コン ピュー タ ・ユー テ ィ リテ ィの機 能 を備 えた汎 用 コ ン ピ ュー タ。 バ ッチ ・シ ス テ

ムか ら リアル タ イ ム ・シス テ ム まで,あ らゆ るシ ス テ ム を構 成 で き,強 力 な多重 プ ロ

グ ラム処 理 能 力 に よ り数種 の リアル タイ ム ・プ ログ ラム と多 数 のバ ッチ ・プ ログ ラム

を 自由 な組 合 せ で 同時 併 行 処理 で き る。

▽UNIVAC1108=UNIVAC494の 能 力 を さ ら に 高 度 化 した汎 用超 大 型 コ ン ピュー

タ。 世界 最初 の マル テ ィ・プ ロセ ッサ ー ・シ ス テ ムで5台 まで の 中央 処理 装 置 を結 合,

これ に よ り数 種 の異 な る演 算 が 同 時 に処 理 され る シ ス テ ムで あ る。

当社 の コ ン ピ ュー タ の歴 史 お よびサー ビス体 制

当社 は ユ ニパ ッ ク ・シ ス テ ムに よる科 学 的 な経 営 管 理方 式 の 普及 を 目指 して活 動 して

お り,世 界 のオ ー トメー シ ョンの歴 史 にお け る,ユ ニパ ック の努 力 と新 技術 は,高 く評

価 され て い る。 わ が 国 で も,最 初 のパ ンチ カー ド ・シス テ ム と して,1923年 に 当時 の

鉄 道 省,横 浜 税 関,内 閣統 計 局 に,ユ ニパ ックの シ ス テ ムが 導 入 さ れ,第 二 次大 戦 ま

で に600台 を越 え る普及 をみ た。 戦後 は吉 沢会 計機(株)が 代 理 店 とな り,わ が国 で 初

め て の コ ン ピ ュー タUNIVAC120を 輸 入 して,経 営 合理 化 の 気運 を盛 りあ げ た。

当社 は,こ うした歴 史 を踏 ま えて,1958年 に発 足 し,現 在 で は三井 物 産(株)と 米

国 ス ペ リー ・ラ ン ド社 の合 弁 会社 と して 活動 してい る。

小 型,中 型 機 分 野 で は,沖 電気 工業 と と もに,OUK1004,1040,1050,さ らに最 新

のOUK9000の 販 売 に あた り,大 型,超 大型 機 の分 野 で も,UNIVAC皿,UNIVAC

490,llO7,418,494,1108な どの機 種 を提供 して い る。 こ の間,当 社 では 計算 セ ン タ

ー を 開設 して ユ ー ザー の機 械 化 移 行 とバ ック ・ア ップ に万全 を期 し,全 国 に事業 所 の網

を広 げ て,販 売 とア フ ター ・サ ー ビス を 強化 してい る。

そ の他 と くに ・・…・

米 ユ ニ パ ックに は,莫 大 な資金 をつ ぎ こ ん だ軍,宇 宙 関係 向 け の未 公 開 の画 期 的 な 開

発 が あ る。 こ の よ うな知 識,技 術,思 想 の蓄積 を背 景 と して,ユ ニパ ックは,ユ ー ザ ー

の企 業特 性 を活 か す オ ー グー ・メイ ドの コン ピュー タ を提 供 して い る。UNIVACl109

や494が 世 界 的 に み て伸 び をみせ て い る の も,ユ ニパ ッ クのハ ー ドウェ ア,ソ フ トウ

ェア,メ ンテ ナ ンス の技 術 開発 の努 力が 実 を結 ん だ もので あ り,千 差 万 別 の企 業 特性 を

活 かす 優 れ た シ ス テ ムで もあ る。
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UNIVAC494シ ス テ ム の 特 徴
設置台数/チャネル

蕪 國 チャネル同期装置
・磁気テープ 〔1}

ユ ニサー ボ

IIA
1～12

(電 話 回線)遠 隔地

OUK～1004

(2400/1200ポ ー)

(電話回線)

(電 話 回線)エイジ
ェント

セット

(電話回線)

。.,。 峡)

(電話回線)A～D

変換器

Communication

Subsystem

(通 信 制 御 装 置)

UNIVAC494

中央 演算処理 装置

・コア ・メモ リー

16,384語(基 本)

131,072語(最 大)
・インデ ックス ・

レジスター14個
・1/0チ ャ ネル

12(基 本)

24(最 大)

Inter

Computer

Synchronizer

U-494を 含 む

Computer

チャネル同期装置
・磁気テープ ②

チャネル同期装置
・磁気テープ 〔3)

チャネル同期装置
・プリンター

チャネル同期装置
・紙テープ

チャネル同期装置
'ド ラム制御 〔1)

チャネル同期装置
・ドラム制御 〔2)

チャネル同期装置
・ドラム制御{3}

チャネル同期装置
・ドラム制御(4)

チャネル同期装置
・ドラム制御(5)

ユ ニ サ ー ボ1 ～16

111A

ユニサ ーボ1
～16

WCorV皿C

高速印書装置1～9

紙 テープ1 ～8装置

1～8

1～8

FASTRANDl f・・8(

1)

FASTRAND1～8

(II)

MODULAR1
～16FASTRAID

1004ア ダ プター
OUK1004

(1}〔ID咀
1

UNIVAC1108

構成基本図 ・
紙 テープ装置 高速印書装置

高速
カー ド読取
装置

カー ド

穿孔装置

大容量磁気 ドラム

FH 432

FH 880

FH1782

FASTRAND

II

UNIVAC

1108

磁気
テープ
装置

5台 までの

1108

デー タ伝送

装置

コ ン

ソー ル

OUK1004

UNISERVOIIA,mA,VIC,V皿C

各
種
端
末
装
置
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日 本 ナ シ ョナ ル 金 銭 登 録 機 株 式 会 社

卿

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂1丁 目2番2号

代 表 機種'

当社 のNCR315シ リー ズは 経営 の合理 化 を も た らすNCRト ー タル ・シス テ ムの

中心 を 占 め る コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム と して,個 々の機 器 の高 性 能 を求 め る に と どま ら

ず,安 全 性,柔 軟性,経 済性 を随 所 に取 入 れ た シ ス テ ムで あ る。

プ ロセ ッサー は315-100シ リー ズ と315-500(RMC)シ リー ズ の2群 が ら成 り,

ともに ビル デ ィ ン グ ・ブ ロ ック式 を採 用 し,両 者 間に は,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェ ア

の完 全 な互 換 性 が あ る。315-100シ リー ズは 小 な い し中規模,RMCは 中 な い し大 規

模 の シ ス テ ム に適 してい る。

シ ステ ム構 成 機 器

プnセ ッサー315-100

315-500

5～40Kス ラブ(1ス ラブ=3桁)

サ イ クル タイ ム6マ イ ク ロセ カ ン ド

イ ンデ ック ス,ジ ャン プ レジ ス タ 各32個

1/O,ト レース 障害 処理 用割 り込 機 能 あ り。

10～80Kス ラブ

サイ クル タイ ム800ナ ノセ カ ン ド イ ンデ ック ス,ジ

ャンプ レジ スタ 各32個(64個)

同上割 込機 能 お よび リアル タイ ム,マ ル テ ィプ ログ ラム

用 機 能 あ り。

内部 記憶 装 置 に ロ ッ ド(薄膜)方 式全 面 採 用。

周辺機器

紙テープ

パンチカー ド

MICR

OCR

印刷

磁気テープ

磁気カー ド(クラム)

通信制御装置

読 取 り600お よび1,000字/秒,穿 孔120字/秒

読 取 り300--2,000枚/分,穿 孔60～250字/分

読 取 り750お よび1,200枚/分

読取 り26お よび52行/秒

印字800お よび1,000行/分

読 書 き12～120KC(KC=千 字/秒)

容 量5.6～8.2MC(MC=二 百 万字)

100回 線50～40,800ボ ン

当社 の コン ピ ュー タの 歴 史

1955年 住 友 銀 行 に ナ シ ョナル ・エ リオ ッ ト405機 が 納 入 され て以 来,315RMCな
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ど追加納入され,そ の後 も富士製鉄などの大企業をはじめとし,大 中型機,と くに小型

機種の進出が著 しい。

サ ー ビス体 制

① ハ ー ドウ ェア ・サ ー ビス

米 国NCR電 算 機 工 場 を 中心 に既 納 機 器 の改 良,新 機 種 の 開発 に不 断 の努 力 を

傾 け,速 や か に 客先 に適 用 で きる体 制 を とっ て い る。

② ソ フ トウェ ア ・サ ー ビス

基 礎 的 な ソ フ トウェ アは米 国NCRが 開発,客 先 に 提 供 し,日 本 独 特 の もの は

日本NCRが 開発 提 供 す る。 ユ ーザ ー の シ ス テ ム 開 発 プ ロ グ ラム作 成 に も,,シ ス

テ ム ・ア ドバ イ ザ ーが 客 先 に 出向 いて援 助 協 力 を行 な って い る。

③ メ ンテ ナ ン ス ・サ ー ビス

定 期 的 予 備 点 検保 守 お よび 故障 発 生 時 の補 修 サ ー ビス を尋 問技 術 員 が行 ない,シ

ステ ム稼 働 に支 障 の な い よ う万全 の体 制 を取 っ て い る。 な お,オ ン ライ ン ・リア ル

タイ ム処 理 シス テ ム に代 表 され る ご と く,電 子 計 算 組 織組 織 に 占め る周 辺 機器 と く

に遠 隔地 端 末 の 比重 が近 来 増 加 してい るが,当 社 で は全 国 の営 業 所所 在 地 に技術 員

を配 置 して シス テ ム全 体 のメ イ ン テナ ンス ・サ ー ビスを可 能 と して い る。

④ 各 地 の サ ー ビス ・セ ン タ ー

現 在 東京,大 阪 のニ ヵ所 に設 置 して客 先 の サ ー ビス に 当 って い るが,将 来 主 要都 市

に増 設 の 予定 で あ る。

進 出分 野

米 国 にお い て はす で に180行 を越 す 貯 蓄銀 行 がNCRオ ン ラ イ ン ・シス テ ム を採 用

して お り,日 本 国 内で も都 市銀 行 を は じ め 中 小 金 融機 関 に も,高 能 力,経 済性,安 全

性,柔 軟 性 を十 分 に考 慮 した シ ス テ ム を提 供 す べ く力 を注 いで い る。

その 他,と くに… …

NCRは,ジ ジ ・ババ ・ス トア ー といわ れ る零 細 小 売 商 か ら万 を越 え る従 業 員 を か か

え るマ ン モス企 業 に至 るま で,あ らゆ る規 模 の企 業 に属 す る。 末 端 か らセ ン ター まで の

イ ンプ ッ ト,ア ウ トプ ッ トの すべ て の事務 を合 理化 す べ く規 模 業種 に適 応 す る シス テ ム

を供 給 す る。 また,そ のシ ス テ ム に応 じ得 る機 器 の 開 発 に努 め て い る。
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沖 電 気 工 業 株 式 会 社⑭

本 社 東 京 都 港 区 芝 琴 平 町10番 地(新 虎 の 門 ピル)

代 表 機 種

(1)OUK9000シ リー ズ

プ レー テ ッ ド ・ワイ ヤ ー メモ リー とモ ノ リシ ック集 積 回 路 を全 面 的 に採 用 し,驚 異 的

な コ ス トパ ー フ ォマ ンス を実現 した新 世 代 の電子 計 算 機 シ ス テ ムで あ る。OUK9000

シス テ ムは,最 もベ ー シ ック な9200か ら9300,9500そ して さ らに超 大 型 の シ ステ

ム まで ハ ー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェア両 面 で完 全 に一貫 した イ ンター リン クの思 想 に も

とず いて設 計 され て い る。

(2)OKIMINITAC5000

0KIMINITAC5000シ ステ ムは 帖票 発 行業 務 か らパ ッチ処理 まで を一 貫 して処 理 す

る事 務 用電 子 計 算機 シ ス テム で あ る。 各 種 の端 末 装 置 を8台 まで接 続 す る こ と が で

き,多 種 類 の帖 票 発 行処 理 とパ ッチ処 理 の同 時併 行 作 業 が可 能 で あ る。 また,紙 テ ー

プ に は任 意 の コー ド入 出力 が で き,プ ログ ラム は カナ 文字 コンパ イ ラ ー を採 用 し,モ

ニ ター シ ス テ ム を と って い る ので,シ ステ ムを 能 率的 に運用 す る こ とが で き る。

(3)OKIMINITAC7000

0KIMINITAC7000シ ステ ム は,手 もとに おい て 自由 に使 用 す る こ とがで き る科 学

技 術 用 電子 計 算 機 シ ス テ ムで ある。OKIMINITAC7000は,高 速 度 の演 算 処 理(サ

イ クル タイ ム2.8μs),記 憶 容 量 の 大型 化(最 大65K語),高 精度 の演 算 。(1語25

ビ ッ ト),同 時 処理,浮 動 小 数 点 演 算 と倍 精 度 演 算 の ハー ドウェ ア処理,多 様 性 に と

んだ 入出 力,使 い易 い ソ フ トウェ ア な どの秀 れ た 特徴 を備 えて い る。 廉価 な基 本 シ ス

テ ム か らFORTRANを 用v・て プ ログ ラ ミ ン グ が で き,各 種 科 学 計 算 の ほ かノ・イ ブ

リッ ドシ ステ ム,計 算 制 御 シ ス テ ム な ど適用 範 囲 の広 いシ ス テ ムで あ る。

当 社 の コ ンピ ュ ー タの歴 史

1960年8月

1961年11月

1963年3月

1965年6月

1965年7月

1966年4月

1966年6月

OKITAC5080完 成 。

OKITAC5090A,B,C,D型 完 成 。

OKITAC5090H型 完 成 。OKITAC5090M型 完成 。

OUK1050発 表。

OUK1004発 表 。OUK1040発 表 。

OKIMINITAC500発 表 。OKIMINITAC2000発 表。

OKIMINITAC5000発 表 。OKIMINITAC7000発 表.

OUK9200,9300発 表 。
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(1)OUK9300シ ス テ ム

UNIDISC

大 容量記憶

1装 置

8台 まで

NISERVOVl

磁 気 テープ

装 置

8台 まで

NISERVOW

磁 気テー プ

装 置

8台 まで

バ

1

1

}

号

記 憶 装 置

8～32K

バ イ ト

`

タ

,

1
`

1

`

1

■

(2)OKIMINITAC5000
磁 気 テー1プ装 置

高速紙テープ

リーダ

高速紙テープ

パ ンチ

8～16Kバ イ ト

中 央 処 理 装 置

端 末 装 置

`

`

`

1

」

高速度

印刷装置

.,

(3)OKIMIN[TAC7000

XYプ ロッター

4～65K語

中央処理装置

電 動 タイプ

ライター
1

～

高速

紙テープ

リーダー

・OCRMICR- -

LDLT

チ ャネル・ツー・チャネル・アダプター

.』UNISERVOV皿C

高速

紙テープ

パ ンチ

プ ま
装 で
置

A/D
D/A
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東京芝浦電気株式会社
露

東 京事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町1-1-6

代 表 機 種

▽TOSBAC-5100(モ デル20,30)

小 形機 では じめ て のナ ノ セ カ ン ドク ラ ス の 高 速 バ イ ト ・マ シ ンで,16の 入 出 力 チ ャ

ネ ル に豊 富 な入 出力 装 置 を組 合 わせ て 自由 な構 成 が組 め る。 ま た完 全 な 同時 並行 処理

を行 な う。 さ らにTOSBAC-5400シ リー ズの 衛 星 コ ン ピ ュー タ と しての機 能 も備

えて い る高性 能 の事務 用 コ ン ピ ュー タ で あ る。

▽TOSBAC-5400(モ デ ル10,20,30)

ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェ アお よび オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの3本 の柱 が一 体化

してい るTOSBAC-5400は,真 に ユー ザ ー の立場 か ら設 計 され た コ ン ヒ.ユ一 夕で

あ るシ ス テ ム構成 は弾 力性 が あ り処 理 量 に応 じて 自由に拡 張 で き,オ ン ライ ン ・ジア

ル タイ ム処 理 もで き る汎 用 コン ピ ュー タで あ る。

▽TOSBAC-3400(モ デ ル20,30,30拡 張 シス テ ム)

超 高速 演 算速 度,大 記 憶容 量 のTOSBAC-3400は 科学 技 術 計算 用 と し て は もち ろ

ん,ビ ジネ ス ・オ プシ ョン をつ けれ ば,経 営 事務 計 算用 として も最 適 な 汎用 の コン ピ

ュー タで あ る。

高 速 論 理 演算 回路 に,エ ピタキ シ ャル ・トラ ンジス タ と特 殊 磁気 コ アを採 用 し,メ モ

リ ・サイ クル0.8μsと 驚異 的 。 さ らに当社 の コン ピ ュー タ技 術 の経 験 と能 力 を最高

度 に発 揮 して,コ ス トの低 廉 化 をはか り,コ ス ト ・パ フォー マ ンス は高 くな っ てい る。

▽TOSBAC-1100

オ フ ィス に お け る事 務 を迅 速,正 確 に,か つ能 率 的 にす る ビジネ ス ・マ シン であ る。

こ の コ ン ピュー タ は高性 能 の コ ン ピュー タ と電 動 タイ プ ライ タ ー を 操 作 し 易 くデ ス

ク ・タイ プ に ま とめた もの で,帳 票 の作成 に効果 が ある。 帳 票 の様 式,計 算 手 順 は,

プ ログ ラム に よ って 自動 的 に コ ン トロー ル され る。

単 能機 と して,ま たイ ンプ ッ ト ・マ シ ン と して威 力 を発 揮 して い る。

当社 の コ ンピ ュ ータ の歴 史

1954年 わ が国 最初 の大 形 コ ン ピュー タTAC(東 大)完 成 。

1957年 トラ ンジ ス タ式 計数 形 コ ン ピュー タTOSBAC-2100(K商 工 指導 所)完 成 。

1961年 文献 検 索機TOSBAC-4131(日 本 科学 技 術情 報 セ ンタ)完 成 。

〃 本 格 的 事務 用 電子 計 算機TOSBAC-4200(西 宮 市役 所)完 成 。

〃 わが 国最 初 の工業 用 計 数形 コ ン ピュー タTOSBAC-3200(北 海 電)完 成 。

1964年 米 国GE社 との間 に コン ピ ュー タに関 す る技術 援 助 契約 が締 結 され,直 ち

にTOSBAC-5000シ リー ズお よびTOSBAC-7000製 造 開始。

〃 高 速 汎 用 コン ピ ュー タTOSBAC-3400製 造 開始 。
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1965年 高 速小 形 事 務 用 コ ン ヒ。ユー タTOSBAC-5100製 造 開始 。

1966年 モ ジ ュール 構 造 式 高 精度 ア ナ ログ ・コ ン ピ ュー タTOSAC-200製 造 開始 。

納 入 実績 デ ィ ジ タル ・コン ピュ ー タ=・723台 アナ ログ ・コ ン ピ ュー タ=155台

(1967年1月 末 現 在 受 注 含 む)

サ ー ビス体 制TOSBAC計 算 セ ン タお よ びTOSBACサ ー ビス ・セ ンタ,,

区分 計算センタ名

東]一

工B.A

関 連

銀座計算センタ

大阪計算センタ

名古屋計算センタ

日本橋計算センタ

神奈川県商工指導所計算
センタ

神戸計算センタ

日本計算センタ

いすず協和会

経営合理化センタ

電子協計算センタ

富士学院計算センタ

サ ー ビスセ ンタ名

東 京サービスセンタ

川崎サービスセ ンタ

名古屋サービスセ ンタ

大阪サービスセ ンタ

札 幌サービスセ ンタ

北九州サービスセ ンタ

そ の 他,と く に … …

機 種

TOSBAC-1100

TOSBAC-5400

TOSBAC-3400

TOSBAC-5100

TOSBAC-3300

TOSBAC-4200

TOSBAC-3400

TOSBAC-4300

TOSBAC-5400

TOSBAC-4200

TOSBAC-5400

TOSBAC-4300

TOSBAC-4200

TOSBAC-1100

TOSBAC-5400

TOSBAC-5400

TOSBAC-5100

TOSBAC-5100

所在地

川崎市小向東芝町1
(東芝小向工場内)

東京都中央 区銀座7-1-2
(東芝銀座 ビル)

大阪市東区本町4-29(東芝
大阪 ビル)

名古屋 市中区錦2-9-6
(中北 ビル)

東京都 日本橋本町1-16
(塚 本 ビル)

横浜市 中区尾上町5-80

神戸 市生 田区 中山手通 り
2-100

東京都 中央区 日本橋
(初星 ビル)

東京都大 田区蒲田5-20-
10(蒲 田第二美須 ビル)

東京都港区芝公園21号 地
1-5(機 械振興協会館 内)

東京都新宿区市ケ谷仲之町
20

所 在 地

東 京都 中央区小田原町2-21

川崎市中幸町4-46

名古屋市西区笠取町4-107

大阪市東区本町4-29(東 芝大阪 ビル)

札幌市北四条西4-1(北 農中央会 内)

福岡市渡辺通2-1-82(東 芝九州支社 内)

TEL

(51)111

(573)1491

(232)128

(231)2450

(241)1311

(65)2786

(39)0873

(271)5171

(734)7201

(438)8211

(359)8827

TEL

(541)0613

(51)7285

(521)3044

(252)3745

(24)2211

(76)4431

当社 は コン ピュー タ につ い て,米 国 のGE社 と技 術 提 携 を 結 ん で い る。 当社 もGE

社 も,コ ン ヒ。ユー タ ・メー カー で あ る と同 時 に,古 くか らの有 数 な コン ピュー タ ・ユ

ー ザ ーで あ る
。 この 点 で,当 社 の コ ン ピ ュー タ はTOSBACFAMILYは ユ ー ザ ー の

立 場 か ら開発 され て い るた め,使 いや す い コ ン ピ ュー タ と なっ て い る。 多 くの企 業 に

お いて,近 年 技 術革 新,経 営合 理 化,事 務改 善 が 焦眉 の急 務 と して叫 ば れ て い るが,

とか くコン ピュー タ は値 段 が 高 い,使 い づ らい とい うこ とが い われ て い た。 こ の様 な

こ とを打 破 す るた め に,当 社 で は長 年 つ ち か った 技 術 を 結 集 し,合 理 的 設計 に よ っ

て,廉 価性 と高 速高 能 率 の性 能 を両 立 した数 多 くめ コ ン ピュー タ を開 発 して い る。
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株 式 会 社 内 田 洋 行 電 子 計 算 機 事 業 部

u5RC

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町1-3

代 表 機 種

USAC-1020の 特 徴=国 産 超 小 型 コ ン ピュー タUSAC-1020は 一 般 事 務処 理 用 と

して幅 ひ ろい アプ リケ ー シ ョンを持 って い る。 主 に中小 企 業 のセ ンタ ー マ シ ン と して 活

用 され て お り,商 事 関係 で は販 売統 計 ・請 求事 務,生 産 関係 では 原価 計 算 ・一般 経 理 ・

給 与計 算 等 に用 い られ て い るほ か地 方 自治体,会 計 事 務所,農 協,金 融 関係 に納 入 され

て い る。

ソフ トウ ェ アは マシ ン コー ドで あ るが解 り易 いデ シマ ル コー ドで統 一 され て お り,プ

ロ グラ ミン グ は容 易 で あ る。 また各 種 の ル ー チ ン ライ ブ ラ リーが 整備 され てい るので,

この必 要 部 分 を応 用す れ ば無駄 の な いス テ ップ のプ ロ グ ラムが 組 め る。 超 小 型機 の分 野

で は入 出力 の速 度 が業 務 処 理 に 大 き な 影 響 を持 つ た め,USAC-1020は 高 速度 の入 出

力装 置 を接 続 す る こ と が で き る。入 力 は紙 テ ー プベ ース で最 大60,000ch/minで あ

る。 記 憶 容 量 は内 部 磁 気 コア最 大1000語(35BiT/語)外 部 記憶 は磁 気 デ ィ ス クの

接 続 が可 能 で あ る。 演 算 は一 部1・Cで シ リコン ・ トラ ン ジス タ が 中心 で あ る。

USAC・1020FULLSYSTEM

電源100VA.

温度20℃ 土10℃

1/O.

PTR

〃

HSP

〃

〃

LP

24000ch/min

60000ch/min

3000〃

4500〃

9000〃

3001ine/min

コ ン ソー ル タイ プ

KEY63KEY2段 シ7卜

500ch/min

MTR〃 〃

PRINT120字/行500ch/min

PUNCH "

ディス クメモ リー
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納 入 実績

USAC-3010USAC-1010USAC」1020USAC-500150台11億 円。

サ ー ビス体 制'

▽ ソフ トウ ェア ・サ ー ビス

計 算 室 担 当者 訓練 の期 間 中 に処 理 計 画 中 の業 務 に つ い て の分 析,さ らに計 画 を行 な い

実 際 の プ ログ ラ ミン グの段 階 まで 教 育 してい る。 さ ら に 導 入 時 に はSEを 現 地 に派

遣 し稼 動 計画 実 施 の促 進 に努 めて い る。

ま た開 発 され た ル ー チ ン ライ ブ ラ リー の配 布 を行 な うと共 に ユー ザ ー会 ・ユ ー ザ ック

通 信 を通 じて新 しい知 識,新 しい技 法 の 普及 に努 めて い る。

▽ メ ン テナ ンス ・サ ー ビス

毎 月定 期 検 診 を立 前 と してお り必 要 に応 じて 臨時 サ ー ビス を施 して い る。 サー ビス要

員 は エ レク トロニ ク ス,メ カニ ズ ム の両 面 に つ い て の熟 練 者 を 当て て お り,設 置場 所

の 立地 条 件 と地 区 の 台数 よ り臨 時 の場 合 で も十 分対 処 で き る体制 を保 持 して い る。

▽ 各 地 の サー ビス ・セ ン ター

各 地 の営 業 所 には シ ョー マ シ ン,プ ログ ラ ムデ バ ッグ,バ ックア ップ と して の装 置 を

設 置 しSEを 配 属 して い る。 ここ で シス テ ム ・コ ンサ ル テ ィ ン グを行 な って い る 。メ

ンテ ナ ン ス ・サ ー ビス セ ン ター に は保 守 要員 を常 駐 させ て い る。

シス テ ム ・サ ー ビス セ ン ター 東 京,大 阪,福 岡,札 幌,仙 台,金 沢,名 古 屋 。

メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス セ ンタ ー 札 幌,青 森,仙 台,新 潟,東 京,名 古屋,大 阪,

広 島,福 岡。

進 出分野

USAC-1020に つV・て は応 用 が 自由 に き くの で 特 に か た よった業 種 ・業 務 に と らわ

れ る こ とは な いが 、 ソ フ トウ ェア の面 で 専 用 ア プ リケー シ ョン を充 実 させ てい る。

機 器開 発

ライ フ サイ クル が比 較 的 速 い 商 品 で あ るか ら常 に新 しい技 術 を研 究,導 入 して 製 品 開

発 に努 めて い る。

中小企 業 に おけ る コ ン ピ ュー タの 活用 は 当面 コス トか ら考 え る とバ ッチ処 理 の段 階 か

ら抜 け 出す こ とは 非 常 に 困難 で ある か ら投 資 で きる限 度 を見 定 め,そ の範 囲 内 の価 格 で

最 大 限 の能 力 を持 つ と共 に使 い易 い ソ フ トウ ェアが 要 求 され る。

さ らに現 在 す で に超 小 型 機 を導 入 して い る企 業 が 次 の段 階 で利用 す べ きシ ス テ ム にっ

い て も合 わせ て考 慮 して い る。

そ の他 と くに … …

当社 の納 入 先 は最 初 か ら事 務 内容 ・コス トを計 算 して採 算 点 を十 分 考 慮 した上 で導 入

して い るケ ー ス が多 く,従 って最 初 計 画 した以 上 に稼 動 させ て採 算 も十 分 合 って い る企

業 が 多 い。 従 業員 数20名 前 後 の小 企 業 にお い て も十 分 採 算 の合 って い る ケー ス も数 多

いo
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大企業と中堅企業のコンピュータ経営パターン比較

大企業と中堅企業の問には、コンピュータ経営のパ ターン に、かな りの相違点が見受けられる。すな

わち大企業では、導入年限が古 く、 トップに直属するものが多 く、利用水準 も総合処理の段階に遠 して

いるのに対 し、中堅企業では、導入年限は3年 以内の ものが圧倒的で、組織は ミドル直属で、利用水準

もまだ部分的事後処理の段階に止まるものが多い。

導 入 年 限

5£3年 未満

._%76% 中堅企業

直

橋z
59%

属 系 統

ミドル直属
67%

組織変更内容

部 自 家

4000

部門内改組

34%

組織変更理由

用 器 踊

330ρ
新機種導入

27%

コンピュータ要員の人事方針

服 特別扱いせず

4.f70%49%

専門職や資格制度

将来も設けたい

63%

オープンプログラマー制

用獲正噂る 将来採用したい
44%56%

中間管理者層への影響

来 る一因 将来起るだろう

38。059%

錫 、

コン ピュ ータの配置

・出 索

54ρρ

本社集中

80%

デ ー タ 伝 送

犯 ぱ使9

6・lo∂

将来は使 う
60%

コ ス ト 意 識

鱗 灘 鱗 雫浮善㍍スト

利用段階の水準

縫釘回議実る溺後 部分的業務の事後

250。 処理45%

採 算 性

の の 噂 る

1θ ρ
、_.「 壕 ※

のっていない

52%

情報サービスの対象

員・現

54;%

事務職員・現場作業員

55%

将 来 の 構 想

M|9HILn
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M}S指 向
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